
llb
東北農業研究　第7号

会津地方におけるてん菜採種に関する適応性

佐　藤　惣　治・大　槻　　　孝

（福島県農試会津支場）

1　号　　え　が　　き

現在北海道におけるてん菜の採種方法は．春棒で，

翌年の春に母根の移植を行なうため・労力を多く必要

とすると共に．生育期間が16ケ月以上の長期に亘る

が，本県の場合．秋播栽培のため．生育期間が短縮さ

れる事と，収群．乾晩期が北海道に比し1ケ月も早く．

特に乾燥紗が梅雨期以後になるところから，昭和36

年度よれ　一般試作圃を設置すると共に，会津支場に

おりハても試験を実施し．会津地方の畑作改善を計るた

め．播種期を異にし．気象菜件から見た播種適期を検

知すると共に∴　－」投試作閲の現地調査を併せて行なレ，

採種栽培の適応性を見た＿．

2　賦：．験　方　法

⊥　播種期試験

11）播種時期：第1回　8月1日．第2回8月
11日．第3回　8月21日・

第4回　9月1日，第5回　9月11

臥第6回　9月21日

（2）栽植密度：畦巾80m．株間15伽

（3）供試品種：導入2「弓

（4）施肥　量：硫安50Eg（Nl q5）・過石

60Eg（Pl q2），塩加12Eg

（K72）．石灰100良タ，堆肥

1500且グ

侍）播種方法：作畦後施肥を行ない，鍬型をつけ

鎮圧し15躇間隔に．1点3－4

粒宛播種し，3－4葉期に間引を

行ない1本立とする．

2　現　地　調　査

（lJ　試作地域：会津若松市，喜多方市，会津坂下

町．猪苗代町．会津高田町．西会

津町の6ケ市町村に試作的を設置

す．

（2）調査時期：第1回　根雪前，第2回　抽苔期．

第3回　成熟期に現地検討を行な

う．

3　試験縮果並に考婁

1．播種期と気象条件について

秋播栽培上，越冬時に本葉4～5薫程度であっては寒

凍害を受け，又越冬しても抽苔せず．抽苔しても花をつ

けず所謂不完全抽苔となるため，越冬時に．乗数14～

15葉以上確保出来る生育に持って行く事が，越冬歩合

を高め．多収をもたらす要因となる．

そこで第1表の11月下旬の初雪当時の生育調査結果

から見ると．14頚以上確保出来る挿種期は，9月上旬

第1表　初雪時の調査　　　（11月22日）

播　 種　 期 草 丈 真 数 根 太 横 長

8 月　 1 日

Cl露 枚 躇 仁の

3 7 5 1 4 3 ユ3 1 7 8

8 月 1 1 日 4 8 2 1已5 a 3 1 7 9

8 月 2 1 日 3 6 8 1 4．4 3 2 1 7 8

9 月　 1 日 2 9 7 1 4 0 3 0 1 6 2

9 月 1 1 日 1 8．0 1 3．4 8 8 1 2 1

9 月 2 1 日 1 1 5 8 4 8 5 1 8 1

以前である事がうかがわれる．しかし本葉の発育状態か

ら見て．11月下旬までの生育日数が100日～110

日間で，その期間の積算温度が1800●C～2000℃

程度必碧であるところから，安定した収登を期待出来る

播種期は8月中であると思われるが，8月上旬は第1図

のてん菜生育期間の気象表に示されている様に．年間を

通じて，巌も気温が高く，又梅雨期以後にあたるため・日

韓多く．降水量及降水日勤が少なく・草陰状態となれ　発芽が遅

延される傾向にあるため，これらの気象条件等を考慮し

て．会津平坦地において，年内の生育を旺盛にし，体内

の貯蔵養分を多くし．越冬歩合を高める上にも．比較的

降雨に雷まれる8月中旬から下旬が播種適期と思われる．

之　収穫期と気象条件について

会津における収榛期は，7月中旬から7月下旬である．

7月は第1図に示す様に梅雨期である．会津地方の梅

雨期間を見ると6月下旬から7月中旬にかけて，約30



東北農業研究　第7号
117

日間で，期間中の総雨量は平年で180間前後を示　　これは継続的な降雨はなく．短時間に集中的に降る傾向

している・これに反し，日照時間が比較的多い傾向にあ　にあるためと患われる．
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第1図　　　てん菜生育期間の気象表

以上のような気象条件と，てん菜の収穫期が7月中旬

以降になるところから．梅雨期はさけられるため，収穫．

乾晩が比較的容易であ少・品質・粒色の点にかいても春

播てん菜種子よカ優るものがある．

a　生育について

第1表の生育調査でも明らかをように，8月中に播種

されると．地上，地下部ともに旺盛を生育相を示すが．

播種妙がおくれるに伴ない生育が抑制され，菓数も少な

く．地下部の肥大状況も．8月播区が30e虎以上である

のに対して，9月中旬以降区は88躇以下であった．乗

数及地下部の生育状況が融雪後の生育を大きく左右し－

回復状況も娩播ざれると可成少かくれる傾向ぬある．

分枝の発生について見ると，密度に大きく関係するも

のと思われるが，移植に比較して直播栽培を行なった場

合，分枝の発生節位は，早播・晩椿を問わず10凱位か

ら12節位の上部に発生する傾向にある．分枚数の区間

差については．8月播と9月拝との差が僅かに，5－6

本程度であるが．第2院の分枝の発育状況から見ても明

らかなように個体当少の平均分枝長が10伽から12亡刀

程度晩播区よ少長く，それに伴ない，着粒数を多くし，

稔実歩合も高めている．

収量については，供試圃場が肥沃地であった事も関係

するが，分枝数が多く，分枝の発育の良い，早播区が多

収を示す（第3匝）結果となった・

4　現地調査について

試作されている地域の畑土壌は洪積層から成少pH

42から55の酸性或いは弱酸性の地帯である事と，前

後作の関係で一般に播種期がおくれたため頚数の確保が
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充分でなく・又5月から6月の抽苔期に早魅を受け，断

根を見たため生育は

抑制され，要素（鍬

素）欠乏を助長し．

葉が萎縮し，茎が裂

け生長点が黒褐色状

をかびて芯止カが見

られ，試作地の1部

で．初期生育の旺盛

な圃場が収穫皆無と

なった．他か地域に

為りハても要素欠乏の

影響を受けたため・

平坦地で150から

200且夕程度，山間部

で100から150且タ．

雪積地帯で60から

100且夕　程度の収量

であった．この事か

ら．生育期間が北海

道より5ケ月積慶短

縮されるが．会津地

方の播種期が8月中

旬で，収穫が7月中

旬であるところから－

前後作の鰯作体系の

確立が大きな問題と

なった．

お
　
　
ル
ぎ

¢9分Dかわ
州；l朋

第2図　分枝の発生状況
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L　播種期

越冬前に15稟以上確保出来る生育に持って行けば．

寒凍害及不完全抽苔を防ぐことが出来，多収穫が期待出

来る・そのためには播種期を．比較的降雨に患ほれる8

月中旬から下旬．或いは7月中旬とすればよい．

2　収穫期

収穫・乾燥期は7月中下旬で．梅雨後にをるため．雨

書も少なく，品質・粒色の点に於いても北海道に優る

ものがある．

ユ　栽培密度

てん菜は可成の肥沃質士嬰に通し．8月中下旬に播

種し－　a当カ800－1，000本立てに間引いて一次

分枝を多くし．又分枝の発育を良くすることによって，

a当少25－30Egの採種が可能である．

秋田県におけるてん菜の栽培に関する研究

第4報　地域別生育相と栽培型について

太田　昭夫・鎌田金英治・山本寅男

（秋田県農試大館分場）

1　す　え　が　さ

県内の主要てん菜栽培地帯にふける生育相を究明し，

あわせてその地帯の栽培体系を確立するために試験を継

続中であるが．既に第1－第3報で報告した様に秋田県

のてん菜の生育相はその地域によれ又栽培法によ少・

それぞれ特長的を生育相を示す事が解明された．そこ

で今回はそれぞれの地帯にすでに明らかになった栽培技

術を導入した場合の地域別の生育反応を且をがらその地

帯の栽培型を決定しようとした．

2　試　験　方　法

1　試験実施場所

大館市　　　大飽分場

鹿角郡　　　十和田町一本木

北秋田都　　森吉町米畑

ま　供試圃場の条件と改良資材の施用暑

2　試験区の構成

試　 験　 区 1 0 7 －ノレ当カ】ヾP X 士嬰改良の
の施用量 有無

a　標準直播
凡．タ
12
㍉ ㌢ K ■タ

9 無

b　改良直捧 1 2 1 2 9 有

e　改良操舵移植 1 2 12 9 有

d　改良少肥移植 6 4 9 6 72 有

e　改良 N 多移植 15 1 2 9 有

f　標準額肥移植 1 2 1 2 9 無

a～e迄は三地区共通　d～fは大館のみ

場　 所　 名
p壬王

E C l

P 2 0 丘

吸収係数

有 効

P2 0 8

容 積

重

1 07LJレ当

石灰施用盈

改 良 資 材
前 作 物

熔　 燐 過　 石

大　　　　 勉 5 2 L 69 0
　 ヤ
2 4

タ
7 1

lf
8 00

l∫
1 7 0

lf
53 ナ ク　ネ

十　 和　 田 5 6 L 23 7 8 0 7 7 70 0 1 6 0 5 0 陸　　 稲
森　　　　 吉 5 0 1．8 2 6 ユ4 6 2 150 0 1 8 0 5 4 トウモロコシ

4　新　種　法

播種期：直播区は4月24日－26日．移植区は3

月27日に大館で播種育苗し、直播当日現地に運搬し

定臆した．

栽植密度：60蝕×20は　三地区共通

5　調査時期及び方法

調査は各地共直播の20．40．60案期及び収穫

期の4回とし．各器官別（葉．葉柄．茎・頼）に分け


